
4か月間の高知県で
の診療を終えて
総合診療科 忌部 尚
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大阪(特に北摂地域)

 現在我々が勤務する大阪医科大学附属病院は北摂地域に位置し
ます。

 大阪医科大学附属病院の所在地である高槻市は、平成26年2月
現在の人口は355752人、高齢化率は26.7%(大阪府24.7%)と
なっております。

 平成26年版高齢社会白書によると、現在の日本の高齢化率(総
人口に占める65歳以上の人口割合)は25.1%とされており、北
摂地方の高齢化率は平均的であることが示されています。

 24時間営業のコンビニもあり、公共交通機関も電車・バスな
どインフラも整っており、容易にアクセスができる環境。

 医療機関も多数存在しており、希望すれば診療所から大学病院
まで受診可能。
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嶺北地方・本山町について

 今回4か月間過ごしました本山町立国保嶺北中央病院は嶺北地
方(大豊町・土佐町・大川村・本山町)の真ん中に位置します。

 嶺北地方の人口は国勢調査によると平成22年には13591人でし
たが、平成26年には12771人と減少しています。

 嶺北中央病院の所在地である本山町は、平成27年4月現在3675
人、高齢化率は43%(高知県31.1%)となっております。

 平成26年版高齢社会白書によると、現在の日本の高齢化率(総
人口に占める65歳以上の人口割合)は25.1%とされており、本
山町を含めた嶺北地方の高齢化率は高いことが示されています。

 空気もきれいで、食べるものも美味しく、非常に住みよいとこ
ろです。

 ただ、医療機関が少なく、受診したいと思っても容易に受診で
きない方も多数おられるのではないかと想定されます。
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嶺北中央病院6



汗見川診療所にて7



これまでのキャリアを活かした
診察

 糖尿病教室のブラッシュアップ

 糖尿病透析予防管理委員会の委員長

 血糖コントロールの悪い方と初診の方は受診日が合いそう
な場合は、回して頂きました。

 後期研修医・コメディカルへの糖尿病診療に関する教育(資
材の提供、患者指導対策)
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大阪では遭遇したことのない事例
が多くありました(つまり内科以外
の症例)。

 小学生の足の骨折→シーネ固定して、後日整形外科受診を指示（当直帯で整
形外科担当医師が不在のため、応急処置）

 頭部外傷の初期対応→頭部CTを確認して頭蓋内出血が無いことを確認し、生
食で創部を洗浄し、ステープラーで縫合する。頭蓋内出血が確認された場合
は速やかに高次医療機関に連絡し、転送を行う（高知大学附属病院など）
（場合によってはドクターヘリ）。

 蜂刺症の対応→傷の確認、抗ヒスタミン薬・ステロイド外用剤の処方、アレ
ルギー歴の有無でステロイド内服も考慮

 犬咬傷→とにかく生食で洗浄！、破傷風トキソイド0.5mL皮下注射、抗生剤
内服(オーグメンチン等)

 死体検案書の作成→大阪では異状死の場合、警察に連絡すればその後嘱託医
が死体検案書を作成する場合が殆どであるが、へき地にはそもそも医者が居
ないので警察と連携しながら書類を作成する必要がある。

 高エネルギー外傷の初期対応も必要。交通事故で身体所見と胸部レントゲン
により、外傷性血気 胸と診断。速やかに両側胸部レントゲンドレナージを
施行し、FASTで肝表面に液貯蓄を認め、大量輸液して三次救急医療機関に搬
送した。
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高知県は総合診療医を待ってます！
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